
病
院
移
転
新
築
の
た
め
、

長
ρ
間
市
京
の
皆
さ
ん
に

御
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
し

た
が
、
本
年
二
月
か
ら
建

設
中
の
符
棟
二
百
床
ハ
結

核
棟
百
床
、

一
般
棟
百
床
一

一
〉
が
完
工
し
ま
し
た
の
で

一

一去
る
十
八
、
十
九
日
に
移
一

り
ま
し
た

の
で
、
三
れ
K
一転
左
完
了
し
ま
し
た。

一

よ
っ
て
大
き
た
被
災
家
庭
一
し
た
が
っ

て
今
後
諏
訪
凋
一
大
村
商
工
会
議
所
で
は
‘

台
風
繭
に
市
長
談
を
発
表
郡
山
浦川
崎
日
比
一寸前
いぷ
γ
持
活
問
山
首
日
け

A
引

去
る
八
月
十
え
日
夜
か
ら
十
七
日
朝
に
か
け
て
大
村
市
を
襲
五
台
風
九
号

し

た

。

一

で、

よ
ろ
し
く
御
利
用
く

一程
施
設
そ
の
他
が
整
備
さ

は
、
風
速
川
十
米
以
上、

雨
量
二
百
二
十
ミ

9
ハ
十
六
日
九
時

I
T
七
日
九

E
う
か
皆
さ
ん
、
災
害
に
↑
冗
さ
乙
ょ
う
、
お
願
い
し
一
れ
去
る
十

一
日
午
後
一一一時

時
ゾ
陀
及
び
各
方

闘

に

甚

大

な

る

損

害

を

与

え

た

。

気

左

お

と

き
や

J

、
お
互
に
一

ま
す
o

一
か
ら
臼
島
で
市
長
、
議
長

市
で
は
災
害
対
策
本
部

E
設
け
、
市
長
以
下
直
も
に
全
地
区
を
調
査
、

総

力

手

を

取
り
合
ク

て
復
旧
に
一
な
お
、
水
期
完
了
部
分
一
商
議
会
頭
伺
関
以
者
多
数

k
z
挙
け
て
復
旧
対
策
に
巡
進
し
て
い
る
が
、
大
村
市
長
は
次
の
よ
う
に
災
害
一
巡
進
し
た
い
主
存
じ
ま
す
一
は
次
の
'
と

お
め
で
す
。一

出
席
し
て
開
場
式
を
行
い

吠
況
の
問
要
と
市
長
談
上
発
表
し
被
災
者
に
心
か
ら
お
貝
舞
い
の
意
を
表
す

一
の
で
、
市
民
各
位
の

一
居
一

O
結

核

病

棟

三

一

県
下
で
も
珍
ら
し
い
海
上

る
と
北
ハ
に
、
復
旧
吃
対
す
る
市
民
の
協
力
を
嬰
請
し
て
い
る
。
ハ
市
民
課
ぜ
一
の
御
協
力
左
お
願
い
い
た
一
百
十
六
坪

一公
闘
が
発
足
し
た
。

門
市
開
賢
明
以
〕
近
来
ま
れ一
局
か
ら
災
害
救
助
法
の
適
一用
佐
行
、
h

，U
日
の
通
知
が
あ
一
し
ま
す
。

O
一
般
将
棋

二

施
設
内
容
は
桜
橋
、
休

左
大
台
風
陀
襲
わ
れ
ま
し
一

て
市
民
の
斡
様
、
特
げに
災一

容
の
大
き
か
づ
た
方
々

K
一

は
、
さ
ぞ
か
し
仰
心
痛
の
一

三
主
主
存
じ
、
心
か
ら
お
一

見
舞
い
を
中
上
け
ま
す
口

一

大
き
た
災
害
を
受
け
た
気
一

の
毒
在
方
々
忙
は
、
市
民
一

こ
ぞ
フ
て
、
手
を
さ
し

の一

ペ
助
け
合
っ
て
載
き
ち
ん
い
一

主
念
願
す
る
・
次
第
で
あ
わ
一

ま
す
が
、

私
も
直
ち
に
災
一

害
復
旧
に
つ
い
て
国
や
県
一

に
嬰
請
し
出
来
る
冗
り
の
一

協
力

P
得
た
い
と
思
っ
て
一

お
り
ま
す
し
、
市
と
し
て
一

も
力
を
合
せ
て
対
策
を
講
一

予
る
積
り
で
あ
め
ま
す
。

一

自
衛
隊
で
も
直
ち

巴
災
害
一

救
助

km動
き
れ
消
防
団
一

色
協
力
し
て
桧
頃
護
岸
復
一

旧
や
利
舟
津
、
東
浦
道
路
一

の
復
旧
等
に
護
力
さ
れ
、

一

ま
た
入
村
部
隊
員
延
べ
二
一

百
二
十
八
名
。
方
々

は
土
一

曜
、
日
曜
?
返
に

し
℃
市
一

内
ワ
附
壊
家
屋
以
後
片
宇
一

り
に
際
援
3
れ
る
な
ド
ζ

各一

方
聞

の
御
協
力
が
あ
わ
ま
一

し
て
深
く
感
謝
し
て
お
り
一

ま
す。

一

生
民
、

干
し
可
制
.
県
当
・

(8周下旬号)

固定資産税第三期分は

8月15日-30日
が納期です

忘れずtこ納めましょう
納税組合巴加入する主

便刊です

市
立
病
院
の
移
特
終
3

新
病
棟
に

二
百
床
が
完
備

百
九
十
二
坪

O
手
術
棟
百
一
一
昨

ハ
市
立
病
院
》

災
害
に
心
か
ら
お
見
舞
い

(務T13号)

復
奮

μ
市
民
の
協
力
や
要
請

りよt!. 政市村大(旬刊)昭和 31年 8月羽田(ー)

内 災 害 欣況概要

く目下詳細調査中であるが8月18白現在

判明せるものは下衰の通り〉

災害救助法を適用

社
会
事
業
に
寄
附

七
月
十
六
日
市
内
港
町
小

原
ふ
じ
子
さ
ん
は
、
亡
夫

龍
夫
氏

の
忌
明
に

一
万
円

を
社
会
事
業
費
に
寄
附
。

ハ
絹
祉
事
務
所
〉

白
鳥
海
上
公
園
が
開
場

自
然
を
生
か
し
大
村
の
名
所
に

態
所
、
展
望
台
、
便
所

ペ
ン
チ
ハ
二
十
カ
所
)

な
E
で
、
特
陀
島
の
頂
一

上
の
高
さ
十
米

の
展
望

一

台
か
ら
見
下
し
た
大
村
一

湾
の
風
景
は
実
忙
絶
佳
一

白
く
浮
き
上
が
る
西
海
一

橋
も
笠
遠
鏡
で
展
望
が
一

で
き
る
。

一

臼
島
は
標
高
七
十
八
米
一

周
一四
三
粁
で
、
島
内
は
一

日島海上公閤

百
床

之
の
「
市
政
だ
よ
り
」
は
八
月
二
十
日
市
民
課
か
ら
窓
附
し
ま
し
党
。

大村市

ハ
府
民
左
上
)
舶
什
場
附
近

(
下
)
民
話
ム
ロ

至
る
と
ご
ろ
、

ょ
う
樹
一今
同
は
第
一
期
工
事
で
今
立
多
良
岳
公
国
ま
た
け
国

や
楠
な
き
樹
令
四
十
余

一後
二
、
三
期
の
計
一闘
で
は
立
公
閣
の
一
環
と
し
て
有

年
の
大
木
が
築
茂
し
南
一鹿
、
政
な
い
と
を
放
し
飼
い
墜
脱
さ
れ
て
い
る
@

国
情
緒
盟
か
で
、
手
は
一し
た
自
然
動
物
園
や
小
払

一

ハ
経
済
課
〉

大
村
公
闘
の
拠
と
昨
熔
館
な
さ
h
z
建
訟
の
予
定
で

ブ

し

夏

は

海

氷

浴

場

や

キ

↑

わ

る

。

一

ヤ
ン
プ
、
秋
の
紅
菜
、
一

な
た
、
弁
天
島
は
一三
千
ゲ

一

b
h
J

は
秀
峰
多
良
吊
り
雲

年
前
、
臼
品
は
二
百
万
年
一

景
色
と
山
季
宣
活
じ
て

一前
発
生
し
だ
も
の
で
、
地
一

内
外
観
允
客
の
来
大
が

質
学
研
究
の
貴
重
た
資
料

M

期
待
さ
れ
る
。

司地
で
も
あ
り
、
将
来
は
操

-

タ
バ
コ
は

-、，相内J、，、何回、，、，...、

一一

市

内

て

別 |本 庁 ~t~ 1 三 浦 | 鈴闘|竹 松岡亘竺 窓| 松町三ー
;tf I~二1--=-- 1 I I I 1-.]ム



健
康
こ

そ
財
産
な
り

(第113号)

ナ
イ
チ
ン
〉

ゲ
i
ル
賞

q

程
一
島
女
史
が
講
演

去
る
九
日
か
ム
長
崎
市
で
開
か
れ
た
第
二
同
世
界
平
和
大
会
に
山
市

島
智
茂
九
%
史
は
、
帰
路
大
村
市
に
立
寄
り
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
士

で
衛
生
に
つ

い
て
の
講
演
を
し
た
の
で
、
そ
の
尊
旨
を
お
知
ら
せ

l

在
お
、
箕
島
女
史
へ
六
十
才
J

は
、
英
国
の
肴
護
婦
学
校
を
卒
業
、

の
者
諮
婦
生
荷
役
選
h

り
、
わ
が
国
宥
諜
旧
作
の
長
老
で
ナ
イ
チ
ン
グ
l

tγ
、
件
以
、
二
阿
波
英
、
現
在
八
幡
製
鉄
所
で
衛
生
方
面
を
担
当
し
て
い

し
た
凶
具

立
病
院

，ま
す
。

間
十
年

ル
門
前
九
を

る。

一

い

肥
料
を
与

閣

の

再

建

は

健

康

な

女

体

か

ら

一

が

犬

切
で
あ

4

・

/

一

後
子
供
を
も

定

期

診

断

で

早

期

発

見

と

治

療

一

偶

康

に

育

て

・

一

け

九

ば
な
ら

〔
講
演
要
旨
〕

人
聞
は
生

一
最
近
は
受
胎
調
節
な
ど
一
母
駒
山
山
一
体
は

れ
る
時
は
裸
で
生
ま
れ
る
一
が
行
わ
れ
て
い
る
治
、

一

一

一

で

、

生

ま
れ

が
、
環
境
陀
よ
っ
て
変
化
一
僻
康
で
在
い

ιの
に
は

一
一

人
前
じ
た

す
る
。

一
子
供
を
生
ま
せ
て
は
な
一
大
切
に
し
左

健
康
往
時
は
斗
う
三
止、

一

ら

た
い
。

一

ら

な

i

ま
た
働
く
こ
v
と
が
で
き
る
一
そ
れ
で
特
殊
在
伝
染
病
患

一
人
工
中
船
の
手

把
か
ら
健
康
は
財
産
で
あ

一者
で
も
結
婚
は
し
て
よ
い

一

一

一主
一一.百

t
五
百

る
。

一
が
、
悪
質
の
遺
伝
性
の
者

一

一

一

血

液

が

失

わ

れ

し
た
が
っ
て
、
病
試
し
一
は
生
ん
で
は
い
け
紅
い
ι

一

フ

一

一宮
し
、
社
会
に

た
場
合
同
者
が
上
手
で
一
之
ん
な
人
は
結
3
く
を
し
一

E

4

4

一
な
か
す
。
試
は

あ
っ
て
も
宥
設
が
よ
く
一
℃
、

そ
の
病
気
が
自
分
て

1

一
の
法
律
改
正
を

た
け
れ
ば
病
気
は
、
在
-
代
?
終
る
よ
う
に
す
る
三

一

。

一る
。
乙
D
世
界

お
ら
在
い
。
ま
も
ん
環
境

一
主
で
あ
る
@

-

l

一が
あ
る
氏
、
ャ

の
良
い
と
三
ろ
で
託
け
一
セ
ツ
ク
ス
を
抑
巾
す
る
か

一
て
は
い
ト
な
い

れ
ば
で
き
な
い
。
一
ら
犯
罪
が
多
く
な
る
の
で

一

一

一あ
っ
て
も
わ
れ

英
国
の
あ
る
医
師
は
、
「
一
あ
る
。

一

一

一

で

わ

れ

わ

れ

D

十
、
日
本
人
は
偉
い、

し
か
し
一
わ
れ
/
¥
は
性
に
対
し
て

一

一

一ら
ね
ば
な
ら
な

:

日
病
院
の
管
却
が
不
徹
底
で
一
は
般
市
在
気
持
在
、
北
な

一受
情
調
笥
に

よ

完
全
給
一
氏
、
完
全
寝
具
で

一け
れ
ば
い
け
な
い
。
七

一

J

一子
供
を
生
む
よ

は
-
泣
い
」
と
一
去
っ
た
ゆ
一
ル

ー
ズ
で
あ
れ
ば
責
任
額

一

一

一

泊
先
決
で

病
気
に
な
っ
た
と
き
は
背

ト念
が
た
く
怠
る
r

一一吐
川
で
あ
る
女

々
、
と
し
た
も
の
を
求
め
る

一

女
子
。
休
は
畑
の
土
C
一

一

i

v

-

儲
庶
で
な
く
て

の
で
、
病
院
を
青
葉
の
圏
一
あ
っ
て
、
腹
心
中
忙
胎

一
、
。

に
し
て
質

ρ
た

ρ
。

一

定

が

あ
る
主
き
に
、

良一

U

1
1
1
0
1
M
G
t
ι
U
M
O
l
li
--

一
妊
娠
し
℃
九

!

一

血

液

で

有

泡

夜

空

を

彩

っ

た

花

火

大

会

一
還
は
一
夫
雑

一

母
体
は
、

二

一
三
カ
月、

三

一
一

年
位

夕
刊

一

嘆
す
ろ
。

一

清
後
患
者
は

一
方
向
い
。
し
た

一
が
同
復
し
な

一
娠
す
れ
ば
、

一
幼
児
が
宅
れ

一女
性
自
身
が
日

一ば
、
日
本
の
再

一在
い。

了
わ

れ

f
、
は
国

昭和31年 7月現在募集状況一覧表

りよアゴ政市村(旬刊)(ごっ 昭和 31年市月208

(
八
月
十
一
日
夜
玖
島

崎

)

暴

風

雨

後

|呼喜三日 移住地 l募集散 l
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21 サシジヨセーダ・フイ
| ゲラプランカ耕地

31 インダ・ペンデイ シV ア・デ・
| サ y ト且 Hチ{ス耕地

10グ| グ サシパウ ロ1+1
ザ | カフェランヂア郡r-I一一一一一一一---1- - -ー，----一 一一

6 

プラジル移民募集欣況呼寄雇用移住地分〈繭祉事務所〉本紙前号でお知らせした、呼寄 雇用移住地

強|制予定時期I ~雇用主 ο着
伯希望時期

件保集募1五所地耕

46世帯世帯時随31 年度中

の
30グググサンパ 'fJロ升i丈r1)ア郡グ30グ

侍
40グググサンノ4クロ 州ツパン郡グ40グ

染

病

10ググF 

①農業者であると主o

地耕'y カイ4 

p 

_ _.--1一一」 一
①医帯は 3親等以内 で 構 成 し50才 まで。一夫

10ググ①労働意欲が旺盛でるる ζ とロサ γ パウロ州バウル郡グ10グサシルイス耕地

予

防

に

「 一一一一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一

7グググ

婚を基幹主し15才以上60才未納ο働手が最
サン パウロ 升!グ71) ガピ ロ 【パ植民地

努

3グ

一 一 「 一一一一 |一一一一|一一一

3グ

グ

JJ 

F 

JJ 

!氏 3名以上。ものであるととo

①身体調健で肉体的欠陥οない もの。

①思想堅実なも ο。

サ ンパウロ州

一一 グサンパウロ 州ソ ロカパナ線
81 エスピ Pツ ト・サント耕地 1 3グ l サ y タ・ クルスド・

リオロル F'

アグア・ヂ・プーゲレ耕地 1 20グ | グ パヲナ州カンパテ郡

グ3グパ ラグランデ植民地7 

め

ま

し

10月161:1
10月下旬

20グ

8グ12グM月15日

31年10月15日

31年10月lo日

①犯罪そο他反iJit会的行儒ましたことのない

もの。

⑦プラグル国に永住iOtl的で渡航ナるものo

9 

安 泊1 耕 地 1 20グ ld yパウロ州アラ
-" I 、{ず郡日ア グア 9yパI阜

耕地 |附 l zy サンパウロ州
I --- ， I グアインベ』郡

10 

①携行金として 1万円及至 3万回以上用意で

よ

100グ時随81年 度 中

きるものo

サツイス11 

31年度中 |近日募集開始

一一 ー 一一一一 一 一 1-一一一一一一|一一一一J一一一一
原用契約 3年 C.2年同より歩合作)50才未満 -1 8月下旬
。夫結を基幹主し]5才以上の倒手 8名以上の l グ 1 10月下旬
も0 務蚕ο鵠験ある農業者である ζ と

一一一一一一 一 一 一一一二一 「 一 一一一一一一l---g月中旬
雇用契約同 ]8才以上部才未満。民然Uー | グ |10月15日 |山名
三男で純農業者であるも οロ | | 12月15日

フ
二刷用中旬 I J1 I 28!1 一一一一

40グ
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